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背景

柵の設置による侵入の
防止が可能

柵の設置のみでは
対策不十分

• カラスやヒヨドリへの対策に防鳥網の設置という
手段があるが、多額の費用がかかる上、傾斜のあ
る土地には設置できない。

• 鳥類は学習能力が高く、通常の「追い払い」によ
る対策にはすぐ慣れてしまう。

サル・イノシシ

カラス・ヒヨドリ



目的

・強化学習を用いたAIロボットによる追い払い

・鳥獣気象の予報

課題 ： 鳥獣は獣害対策に慣れてしまう
解決手法： 強化学習により、もっとも

鳥獣が嫌がる行動を適応的に選択可能
永続的な獣害対策となる可能性を持つ
（究極的な鳥獣害対策の省力化実現）

課題 ： 周辺の環境条件が鳥獣害被害に影響
解決手法： 複数設置した「よりどりお天気」システム

を連携させ周辺の群れ移動情報と
環境情報から群れの移動を予測
することで早期の獣害対策を実現



鳥獣検出システム構成

             

                

         
     

             
     

    
     

    
   

           
            

          
         

                
              

     
  

   
    

          
         
     

                  
                  

         
     

              
          

                  

          
    

      

    



前回の行動評価を元に
次の行動選択確率を調整

鳥獣検出システムにより鳥獣の
検出数が減れば報酬・増えれば罰

AI案山子が行動選択
を行い追い払い実施

鳥獣検出システムにより
鳥獣が検出される

鳥獣害対策AIロボット

強化学習システム

オンライン学習

強化学習システムにより鳥獣の嫌がる行動を
適応的に選択し続けることが可能



Weather Stationシステム構成
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気象情報の  
・Weather Meter Kit: 風向・風速・分間雨量を測定
・SHT-25: 高精度に温度・湿度を測定
（発泡スチロール製の管内に設置し、小型ファンによる常時強制通風も
実施することで輻射熱の影響を軽減）

・M5StickCに集約されたデータは園内Wi-Fi経由でクラウドへ送信
気象情報の  ・視覚化
・気象情報をWi-Fi経由でGoogle Apps Scriptに送信
・Google Spread Sheetsへ保存蓄積されたデータはGrafanaから閲覧可能



実証実験（2024/10/11開始）

獣害検出装置、Weather Station
（風向、風速、雨量、温湿度）

2024/10/11:株式会社土実 農 様の
 地に「よりどりお天気」システムを
設置し稼働を開始

同日:鳥獣検出AIシステム及び
Weather Stationの稼働開始

同日:遠隔監視システムおよび、
遠隔操作システム稼働開始

機器設置位置

南東向き鳥獣認識
用広角カメラ

北東向き鳥獣認識
用広角カメラ

Weather 
Station



実証実験
検出AIか   れた ー 

 頼性（特定したい
物体:ヒヨドリが映って

いる確率）

 頼性（特定したい
物体:カラスが映って

いる確率）

ヒヨドリ検出ロ 

カラス検出ロ 



実証実験

Weather Station  ー の表示

Grafanaでは現在の湿度、温度任意の期間の気温変化、湿度変化、風力変化、
分間雨量、三か月間の 算温度、 算降水量の閲覧が可能



成果

2023年度

2024年度（12月初旬までの ー ）

収穫量5000kgに対して被害 約1000kg(重量比約20%)

カラスの被害が多かったため11月下旬に早期収穫を実施

収穫量3500kgに対して被害 約45kg(約1%)

カラスの被害が確認されず12月上旬の収穫が可能
（高品質化に繋がった）

検出AIによる鳥獣の検出及び人の目による映像の確認
を行ったが、鳥獣の出没はほとんど確認されず



今後の課題

・1か所の観測だけでは予測は難しい

・今回の結果は果実を収穫し終わる1月頃まで継続して検証する必要性

・実装予定のロボット犬の実装

・強化学習のためには多少時間が必要

他園地の状況（収穫度合いや群れの所在）など、
重要度が高い情報を得られないため

本システムの追い払い効果に
慣れにくい点について引き続き検証が必要

AI案山子だけでなく鳥獣を追い回す機能を持ち
猿に対する効果が高いと考えられるロボット犬を準備中

行動とその評価から少しずつ行動選択確率を変更していく
という特性上鳥獣の嫌う行動選択には数日間が必要
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